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大洲市中学生海外派遣事業

　平成20年７月28日から８月12日までの16日間、大洲

市中学生海外派遣事業に団長として参加させていただ

きました。参加者は、各中学校から選出された派遣生

徒12人と引率教員２人の14人です。

　派遣先の学校は、オーストラリアの東に位置する、

ゴールドコーストというところにありました。学年の

構成は、ちょうど日本の小学校に幼稚園を加えたもの

で、１年生から７年生までありました。生徒数は550名

でしたが、学校の規模としては小規模の学校ということでした。

　学校での学習は、２回の軽食と休息の時間をはさみ３単位の時間割で、ゆったりとしたものでした。派遣

生は、各学級に入っての授業もありましたが、派遣生12人だけでの英語学習も毎日２回組んでもらっていま

した。その内容としては、ビーチを散策しながらの学習や日本宛に書いた葉書に切手を買って自分で貼り、

ポストに入れる学習、アボリジニーなどのこの国の文化についての学習ほか、生活に沿った学習プログラム

が多く取り入れられてありました。ですから、楽しく身に付く学習になっていました。また、学校を挙げて

この事業に取り組む姿勢に対して、非常にありがたく思いました。

　約２週間で、英会話が身に付くまでには至らなかったと思いますが、自分の意思を英語で伝えるおもしろ

さと感動を皆感じたようでした。また、担任の先生方、ホームステイ先の家族、学校の生徒たちなど多くの

出会いから、人の温かさを感じることができました。この派遣事業を通して、オーストラリアの良さを知る

ことができましたが、日本の良さも改めて知る機会に

もなりました。派遣生にとって、この貴重な経験が、

これから生きていく上での大きな糧になったものと思

います。

　こういう機会を作っていただきました大洲市をはじ

め、㈶桝山教育振興会に深く感謝申し上げる次第です。

平成20年度 大洲市中学生海外派遣事業
大洲市中学生海外派遣事業に参加して

　団長（大洲東中学校　校長）　矢　野　　正

▲小学校での記念撮影

▲派遣先の小学校

７月28日㈪
出発式、松山空港から関西空港を経由
し、ブリスベンへ

７月29日㈫
ブリスベン着、ブリスベン市内研修受
け入れ校ウエルカム会オリエンテーシ
ョン、ホームステイ開始

７月30日㈬

↓

８月８日㈮

大洲市中学生のための研修プログラム
・英会話クラス（午前×７日間）
・一般授業参加（午後×７日間）
・スポーツ
・文化交流
・生徒間交流
・ホストファミリーとの交流
・さよならパーティ

８月９日㈯ ホストファミリーと過ごす

８月10日㈰
ホストファミリーとお別れゴールドコ
ースト市内研修

８月11日㈪
ブリスベンからシドニーを経由し、関
西空港へ

８月12日㈫ 関西空港から松山空港へ、帰国報告会

平成20年度  大洲市中学生海外派遣日程
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夏 の 思 い 出
大洲北中学校　土　居　真　子

　「無理しないでね。あなたのしたいと思ったこと
をしなさい。」
　緊張していた初日の夜、ホストマザーから言われ
たこと。この一言のおかげで、私はのびのびと元
気に２週間を過ごすことができました。受け入れ
てくれたのはスミス夫妻。ゆっくり、そしてわか
りやすい英語でいつも話してくれました。夕食は、
オージービーフのステーキやピザ、カレーなどで
白米を炊いているのを見た時はとても驚きました。
　夕食後はオリンピックを見て楽しみました。日本
で見る時とは全く違う角度で見ることができ、新
鮮でした。休日にはお買い物に行き、レジの人と
少しでも会話ができるとすごくうれしくて、もっ
ともっと話せるようになりたい、という２つの気
持ちがこみ上げてくるのを感じました。今回、こ

の海外派遣事業に
協力してくださっ
た、たくさんの方
に感謝をし、これ
からは国境を越え
様々な事を学びた
いと思います。

オーストラリアでの貴重な経験を通して
大洲南中学校　紺　田　紫　織

　私は、出発式の時に「積極的に英語で話す」と
いう目標を立て、研修に臨みました。
　オーストラリアでは、初めてのホームステイを
体験しました。不安なことも多く、最初はとても
緊張してあまり話すことができませんでした。で
もホストファミリーが、大変親切にしてくれたの
で、日が経つごとに緊張もほぐれ、積極的に話す
ことができました。休日には、買い物や動物園そ
してホストファミリーみんながやっている空手の
練習場などに連れて行ってもらい、とても楽しく
過ごしました。
　また、現地の学校では４年生の子供たちと一緒
に英語で授業を受け、楽しみながら英語を学びま
した。課外授業で行ったビーチはとてもきれいで
感動しました。
　わずか２週間ですが貴重な体験ばかりで、この
ような機会を与え
ていただいたこと
に感謝しています。
このすばらしい体
験を今後の学校生
活に生かしていき
たいです。

２週間のホームステイを終えて
大洲北中学校　長　嶋　健　二

　オーストラリアへ行くときは長いと感じていた２

週間のホームステイもあっという間に終わってしま

いました。初日、バスに乗って出発し、国際線の飛

行機に搭乗してもまだ自分が行けるという実感がわ

かず漠然とした感覚でしたが、初めて行く外国でい

ろいろな人と交流をし、実際に物を見たり聞いたり

するうちにみんなと仲良くなることができました。

　僕にとって一番楽しかったことは、休日にサーフ

ァーズパラダイスのビーチで泳いだことです。一緒

にホームステイをしていた田丸君やホストファミリ

ーととてもよい思い出を作ることができ、本当に楽

しかったです。

　今回の海外派遣は僕にとって新しいことばかりで

大変ではあったけど、それ以上に学校の友達やホス

トファミリーが優しく支えてくれたのでとてもよい

体験になりました。

このような体験がで

きたのもお父さん、

お母さん、それから

多くの方々のご援助

のおかげです。本当

にありがとうござい

ました。

“Thanks　Australia”
大洲南中学校　田　丸　翔　太

　僕にとって今回の海外派遣事業は、人生の宝物と
なりました。言葉も通じない、生活習慣の違う所へ
飛び込んでいくのは、とても不安でした。しかし１
日、２日と経つうちに、不安より楽しい事が多くな
って、帰国する時には、もっといたいと思う気持ち
でいっぱいでした。それは、毎日親切にしてくれた
ホストファミリー、明るく元気な学校のみんなと先
生方の沢山の笑顔に会えたからです。
　今、ふる里大洲で様々な出来事を思い返していま
す。まず言葉では言えない大切な事を現地の方から
学ぶことができました。「家族の有り難味」と「真
の親切」この２つを、学校生活や人生の中で生かし
ていきます。そしてもっと勉強し、いつか必ず「第
２の故郷」を訪ねたいと思っています。最後になり
ましたが僕たちに素晴らしい体験の場を与えていた
だきました、関係者
の皆様、引率してく
ださいました先生、
11人のみんな、そ
してお父さん、お母
さん、本当に有り難
うございました。
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きらきら輝く２週間
新谷中学校　松　本　彩　果

　私は、海外派遣事業に参加して異国の文化にふ
れ、現地の人達と積極的に交流することができま
した。最初は私の英語レベルでコミュニケーショ
ンがとれるか不安でした。ですが、ホストファミ
リーや受け入れして下さった学校の先生や生徒の
みなさんが、簡単な英語で話してくださり、嬉し
かったです。この経験を終えて、英語に対する意
識も変わり、楽しく素晴らしいものだと実感する
ことができました。また、この事業にチャレンジ
できたことが、なにより大きな自信になりました。
　この体験を無駄にはせず、一緒に参加した大洲
市の友達や先生、オーストラリアの人たちとの出
会いに感謝して、これからも生活していきたいと

思います。そして、
このような機会を
与えてくださった
すべての方々に感
謝します。“ありが
とうございました”

海外派遣を終えて
平野中学校　門　田　拓　也

　ブリスベン空港を出た瞬間、僕の見たことのな
い景色が広がっていた。そして、どんな楽しい２
週間になるのだろうという期待でいっぱいになっ
た。と同時に、ホームステイへの不安もこみ上げ
てきた。しかし、実際に会ってみると、陽気なと
てもやさしい人たちだったので、すぐになじむこ
とができた。
　毎日通った学校では、みんな「タクヤ！」と言
って仲良く接してくれた。休み時間にはみんなで
サッカーをしたりして汗を流した。
　家に帰ると、ホストファミリーとフットボール
やクリケットをして遊んだ。また、みんな日本の
文化に興味があるらしく、いろいろな質問をして
くれた。僕も箸の使い方や日本語など、一生懸命
説明した。ホストマザーは「あなたは、私の子供
と同じだから。」と言ってくれた。一番心に残って
いる出来事だ。
　このようなすば
らしい体験をする
ことができたのも、
大洲市、そして桝
山教育振興会のご
支援のおかげだ。
心から感謝してい
る。

海外派遣研修を終えて
大洲東中学校　上　岡　加　奈

　日本からオーストラリアに到着した時、半袖の
私は、寒さに少し驚き、今から２週間大丈夫か少
し不安になりました。また日本とは違う建物・風景・
人種・言葉の違いに、異国を感じました。また私
にとって外国は未知の世界だったので期待でワク
ワクしました。
　私の研修の目的は３つありました。１つは、学
生との交流で、たくさん友達ができました。２つは、
自分自身が消極的なので、英語の授業・学校行事
などを積極的に体験するようにしました。３つは、
将来の夢の保健師の仕事でそれは知ることができ
ませんでした。
　ホストファミリーは、休日にみんなで出かけたり、
友達と誕生日パーティーをしたり、笑い声の絶えな
い家族でした。私は、温かい家族や友達のおかげで
ホームシックにならず、毎日楽しく過ごすことがで

きました。
　英語は、あまり上
達できませんでした
が、思い出はいっぱ
いできました。ご支
援ご協力していただ
いたみなさまお世話
になりました。

海外派遣研修を終えて
肱東中学校　冨　永　このみ

　私は、約２週間海外派遣でオーストラリアに行
きました。行く前は、自分の英語が伝わるか心配
でしたが、実際にホストファミリーと生活すると、
とても楽しくて、ジェスチャーを交えてたくさん
会話することができました。
　学校では、たくさんの子どもたちと友達になり
ました。バディーの子をはじめ、先生方やクラス
メートは、とても親切にしてくださいました。授
業も充実していて楽しみながら英語を学ぶことが
できました。
　私は、オーストラリアに行って、生活習慣や文化
の違いだけでなく、たくさんの人々と触れあうこと
の大切さも学びました。そしてこの作文には、書き
きれないほどの思い出を作ることができました。私
は、一生に何度もない貴重な体験ができてとても嬉
しいです。両親や大
洲市の援助していた
だいた方には、とて
も感謝しています。
この体験を今後の学
習や生活に生かして
いきたいです。
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海外派遣事業に参加して
肱川中学校　大　野　沙　織

　今回の海外派遣事業に参加し、私は大きく成長
することができました。多様な民族国家であるオ
ーストラリアでの２週間は、驚きと感動の連続で
した。
　ホストファミリーと実際に生活していくと、自
分の英語力のとぼしさが改めて分かり、不安にな
りました。でも、私が聞きとれない時は笑顔で何
度も繰り返し話してくれたり、私のぎこちない英
語を一生懸命理解しようとしてくれたり、温かい
態度に私の不安はなくなっていました。受け入れ
校の生徒たちは、会うと必ず挨拶をしてくれます。
中には日本語で自己紹介をしてくれる生徒もいて
感激しました。授業は机での学習だけではなく、
ビーチやショッピングモールに行って学ぶことも
あり、楽しんで勉強することができました。

　このような貴重な体験の場を与えていただきま

した皆様に感謝し、

これからの生活に

生かしていきたい

と思います。本当

にありがとうござ

いました。

オーストラリアでの思い出
長浜中学校　城ヶ瀧　諒　子

　私は、この夏休みに、オーストラリアへ行って、
様々な貴重な体験をしました。オーストラリアの
人は、日本人に比べて、とてもフレンドリーでした。
学校でも、ホームステイ先の家でも、たくさん話
しかけていただき、とてもうれしかったです。
　日本とは違った習慣もたくさん発見しました。
学校では昼ご飯の時間が２回あったり、昼ご飯に
食べるものは、おかしが多かったりします。他に
もたくさんの違いに驚きました。
　ホームステイ先の家族は、本当に優しくて、い
つも私たちのことを気にしてくれて、毎日がとて
も楽しかったです。言葉は上手く伝えられなくて
も、十分なコミュニケーションをとることができ
ることを知りました。
　私にとって、この体験は本当に素晴らしいもの
となりました。この海外派遣に行かせていただい
たたくさんの方々
に感謝し、今回現
地で出会った人た
ち、生活を共にし
た11人の仲間との
思い出を、大事に
したいです。

心に残った海外派遣事業
河辺中学校　有　友　正　太

　
　オーストラリアの学校では、バディのクラスに

行き、授業をしたり、ビーチを歩いたり、買い物

に行ったりしました。買い物は、初めてだったので、

とまどいましたが、良い経験になりました。

　学校に行って驚いたことは、授業時間が日本の

学校と違って９時から学校が始まって、２回に分

けて授業があり、その間に２回の昼食があったこ

とです。昼食はリンゴ等でしたが、おいしかった

です。学校ではとても楽しいことばかりでしたが、

小学生と毎日休み時間にしたハンドボールが特に

楽しかったです。

　また休日には、ホストファミリーの方が毎日どこ

かに連れて行ってくれました。中でも動物園では、

コアラやカンガルー等のオーストラリアを象徴する

動物に触れることができて感動しました。

　今回の海外派遣

事業で学んだり、体

験したりしたこと

を、これからの生活

に生かしていけるよ

うに努力していきた

いと思います。

海外派遣を終えて
長浜中学校　渡　邊　希　代

　私が、この２週間で学んだこと。それは、異文
化交流の良さです。オーストラリアに行って、不
安でいっぱいだった私にたくさん話しかけてくれ
たり、学校では、わからない問題を教えてくれた
りして、現地のみなさんの優しさを感じることが
できました。
　また、生の英語を耳にすることで、発音のしか
たなどを学ぶことができ、今までは苦手だった英
語にも興味を持つことができ、もっと勉強したい
と思うようになりました。
　オーストラリアの文化を学ぶことで、改めて日
本の良さを感じることができました。それだけで
はなく、日本の悪い所なども考えさせられました。
　この２週間で、多くの事を学ぶことができまし
た。このようなすばらしい体験ができたのも、家
族の支えと、たくさんの支援をしてくださったみ
な様のおかげです。
中学校最後の夏休
みに最高の思い出
ができました。あ
りがとうございま
した。
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出　会　い　の　旅
　河辺中学校教諭　矢　野　香　織
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▲“ようこそ”というウェルカムボードをバックに

▲ショッピングセンターでお買い物中

▲模擬訓練で損壊状況を確認する参加者

　「見たこともない空の色、見たこともない海の色、見たことも

ない野を超えて、見たこともない人に会う」歌手の中島みゆき

さんの「一期一会」という曲の冒頭の歌詞です。ライトブルー

に輝く海、異国情緒溢れる建築物、さまざまな人種、ゆったりと

流れる時間。

　今振り返れば、私たちの16日間はまさに「出会い」の旅であ
りました。

　真冬のオーストラリアの生活は本当に驚きと感動の連続でし

た。学校では、現地の先生による授業を受け、お昼ご飯は２回あり、授業時間は９時から３時までという短

時間。家に帰ると土足での生活、食事は多国籍料理、満腹なのに食後の魅惑の甘いデザートを勧められる毎日。

街を歩けば、気軽にあいさつを交わすフレンドリーな人たち。若い力みなぎる12名は行く先々で新しく出会
うものすべてを吸収しようと目を輝かせ、一期一会の思いで毎日を過ごしました。けれども、華やかに見え

る生活の傍らに、望郷への思い、言いたいことが伝わらないもどかしさ、文化の違いなど言い知れぬ不安が

15歳の背に重くのしかかっていたことも事実です。しかし、それを支えたものは、向こうで出会った新しい
家族であり、学校の先生であり、新しくできた友人でありました。

　やがてやってきた別れの日。「あなたは私の家族、あなたがいなくなることが本当に寂しい。」と言いながら、

涙が止まらない生徒をずっと抱きしめるホストマザーの姿が忘れられま

せん。最近受けとったメールによると、今もなおホストファミリーの間

で12名の生徒の話が出ているそうです。
　12日間の浅い縁ではありますが、12名は学校でも家庭でも地域でも強い
きずなを築き、オーストラリアの地に確実に足跡を残してきました。

　自分を成長させてくれた全ての「出会い」に感謝し、また自らの力で

得た貴重な経験を大いに生かし、次代を担う明日のリーダーとなって、

郷土の、そして我が国の発展に貢献できる人になってほしいと切に願い

ます。
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土
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